
近
畿
の
歴
史
的
都
市
と
そ
の
攣
貌
（
藤
岡
）

五
八

近
畿
の
歴
史
的
都
市
と
そ

の
攣
貌

一
1
人
口
を
中
心
と
し
て
み
た
場
合
一

藤

岡

謙

一

B良

〔
梗
概
】
　
都
市
を
分
類
す
る
場
合
歴
史
の
ふ
る
い
H
本
で
は
し
ば
く
籍
城
下
町
、
宿
場
町
と
い
っ
た
分
類
が
基
準
の
一
つ
に
凹
い
ら
れ
い
て
る
。
・

日
本
の
縮
圖
と
も
い
う
べ
き
逝
畿
地
方
の
都
市
に
つ
い
て
吟
味
す
れ
ば
そ
の
殆
ん
ど
が
多
少
と
も
こ
の
歴
史
的
魍
源
を
も
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
號
生
必
ず
し
も
そ
の
ま
ふ
現
在
的
機
能
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
中
轍
以
降
港
灘
都
市
、
一
個
口
醐
零
し
た
自
由
都
市
と
し
て
榮

え
た
堺
市
は
、
今
は
阪
瀞
工
業
都
辺
の
一
環
、
大
阪
の
聡
警
都
市
と
い
っ
た
特
殊
な
機
能
を
も
つ
て
い
て
、
徒
年
の
そ
れ
と
は
必
ら
ず
し
も
合
致
し

な
い
。

　
私
は
い
ま
か
ふ
る
覆
黙
か
ら
明
治
以
降
に
お
け
る
人
口
一
国
入
以
上
を
有
す
る
灘
市
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
人
口
の
動
態
と
い
っ
た
面
を
串
心
と

し
て
、
ど
ん
な
系
譜
を
備
え
た
都
市
が
ど
の
よ
う
な
膨
脹
獲
展
の
仕
方
を
な
し
て
い
っ
た
か
を
考
え
て
み
た
。
ま
ず
最
初
人
口
の
向
都
集
串
と
三
二

入
口
の
凱
陣
と
い
っ
た
閻
題
か
ら
、
近
畿
め
場
合
も
ま
た
、
す
べ
て
の
都
市
が
新
し
い
塞
氣
を
呼
吸
し
て
い
る
姿
を
前
提
と
し
て
埋
り
上
げ
、
つ
い

で
各
狐
都
市
を
系
譜
的
に
三
分
類
し
、
こ
の
間
質
更
的
都
市
は
具
麗
的
に
い
か
な
る
位
置
を
保
っ
て
ぎ
た
か
、
そ
の
攣
貌
を
附
近
町
粒
の
合
併
に
關

聯
さ
し
、
現
在
的
姓
格
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
。

（201）

幽
、
ま
え
が
き

現
代
都
市
を
分
類
す
・
る
葺
合
、
都
市
が
現
代
趾
會
の
室
氣
を
呼
吸
　

ド

す
る
【
つ
の
有
機
鰹
で
あ
る
と
看
倣
さ
れ
る
以
上
、
そ
れ
は
ま
す
現

　
、代

的
機
他
肥
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
オ
ロ
ー
ソ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

（
岩
．
卜
霞
O
蕊
ω
器
ε
等
に
よ
る
分
類
即
ち
行
政
都
市
（
首
府
、
税
務
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ノ

軍
事
都
市
（
要
塞
、
術
戎
、
海
軍
）
丈
化
都
市
（
大
冊
、
寺
院
、
藝
術
巡



禮
、
宗
教
）
生
産
都
市
（
工
業
、
製
逡
）
、
商
業
交
逓
都
市
（
貨
物
集
散

都
布
）
i
…
第
一
繍
梱
、
蒐
集
都
市
（
怠
業
、
漁
業
、
森
林
、
貯
藏
）
第
二

類
、
蓮
輪
都
市
（
市
揚
、
爆
線
、
積
荷
、
橋
陣
、
潮
線
．
限
界
、
黒
頭
）
第
三

類
、
分
配
都
市
（
輸
出
、
輸
入
、
供
給
）
一
、
休
養
都
市
（
保
養
、
輝
光
、

休
日
）
等
と
い
っ
た
現
代
的
機
能
を
主
に
し
旋
も
の
が
し
ば
く
使

用
さ
れ
る
の
は
こ
れ
が
爲
で
あ
る
。
入
口
に
よ
る
分
類
や
形
態
的
分

類
は
こ
れ
か
ら
み
れ
ば
む
し
ろ
特
殊
な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
心
奥
の
ふ
る
い
日
本
で
は
從
來
と
も
城
下
町
、

宿
揚
町
、
門
前
町
と
い
っ
た
歴
史
的
系
譜
を
主
と
し
た
分
類
も
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
2
）

れ
て
き
て
い
る
。
」
小
川
琢
治
博
士
や
日
本
地
理
に
詳
し
い
ア
メ
リ
カ

ミ
シ
ガ
ン
糞
の
季
ル
（
野
塁
）
瓢
馨
の
分
類
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
の
揚
合
わ
れ
く
は
や
⊥
も
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
岸
和
田

市
を
按
下
町
と
呼
び
、
堺
を
自
由
都
市
と
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
れ
ら
の
も
つ
南
海
の
工
業
都
市
、
大
阪
の
術
星
都
市
と
し
て
の
性

格
を
忘
れ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
す
’
な
わ
ち
岸
和
田
市
の
揚
合
城
下
町
時
代
の
袋
小
路
は
今
は
こ
の

町
の
…
磯
能
に
何
の
關
係
も
な
い
い
わ
ゆ
る
慶
用
機
關
と
な
っ
て
い
る

　
　
戸
匪
“

の
で
あ
9
、
堺
の
場
合
で
も
往
年
の
港
潜
都
市
と
し
て
の
生
命
は
な

　
　
　
　
　
　
近
畿
の
歴
史
的
都
市
と
そ
の
憂
貌
（
藤
岡
）

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
不
拘
、
こ
れ
ら
の
都
市
は
な
お
成
長
し
て

い
る
。
マ
ウ
ル
（
ρ
ソ
⇒
↑
色
）
は
地
理
學
的
原
則
六
つ
を
あ
げ
、
そ
の
．

う
ち
第
四
の
嚢
展
の
法
則
申
で
、
“
た
と
え
原
画
は
推
移
し
て
も
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

、
蝦
藻
は
活
動
の
存
す
る
限
り
捲
慨
し
て
行
わ
れ
る
”
と
述
べ
ド
イ
ツ

入
の
土
地
利
用
裏
合
が
古
代
の
も
の
を
雨
承
し
て
な
さ
れ
て
い
番
こ

と
を
設
翻
し
て
い
る
が
、
こ
の
揚
合
た
と
え
原
因
は
推
移
し
て
も
岸

和
田
や
堺
の
歴
史
的
系
譜
を
た
す
’
ね
な
け
れ
ば
、
我
々
は
そ
の
現
在

の
…
笈
展
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
マ
ウ
ル
は
こ
れ

ら
を
最
初
の
因
集
關
係
の
重
要
さ
と
し
て
い
る
が
、
こ
う
い
つ
た
意

味
で
城
下
町
、
宿
場
町
等
の
分
類
も
ま
た
決
し
て
無
意
義
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

　
近
畿
地
方
に
は
事
序
、
海
津
、
今
津
、
坂
本
等
の
ご
と
く
、
か
っ

て
の
臼
本
海
と
瀬
戸
内
と
を
結
ぶ
或
は
一
世
に
お
け
る
蕪
園
の
貢
租

米
蓮
搬
世
継
と
し
て
賑
え
た
琵
琶
湖
の
湖
捲
・
さ
ら
に
は
鐡
道
開
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
｝

前
の
淀
川
の
河
港
都
市
と
し
て
榮
え
た
淀
や
横
大
路
、
そ
れ
に
城
…
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

町
時
代
に
較
べ
て
今
は
見
る
か
げ
も
な
く
な
っ
た
各
地
の
都
市
等
に

み
る
よ
う
忙
、
か
つ
て
榮
え
た
都
市
で
あ
り
乍
ら
、
明
治
以
薗
に
既

に
慶
雄
化
に
近
く
な
っ
た
も
の
や
、
今
も
な
お
生
命
を
保
持
し
つ
黛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九

（　202　）



　
　
　
　
　
　
近
畿
の
歴
史
絢
旧
事
と
そ
の
墾
貌
（
藤
購
）

け
て
馨
る
多
く
の
都
市
も
あ
る
。
私
鳳
い
ま
後
者
の
奪
合
邸
ち
…
明
澄

蒔
代
に
お
け
る
市
制
開
始
後
入
欝
｝
萬
入
以
上
を
有
し
て
來
た
近
畿

の
町
、
市
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
そ
の
入
口
数
の
攣
動
、
市
域
の
膨
脹
、

合
併
等
を
統
計
的
に
ふ
れ
、
こ
れ
ら
の
申
に
い
わ
ゆ
ノ
る
歴
史
的
都
市

，
が
い
か
な
る
蝉
吟
、
性
格
を
保
っ
て
來
た
か
を
概
槻
し
ょ
う
と
思
う
。

ゴ
、
人
口
の
主
都
酌
傾
向
と
離
村
の
嚢
達

　
産
業
叢
・
命
そ
れ
に
近
代
資
本
主
義
的
機
…
構
の
獲
展
は
從
來
の
家
内

的
工
業
を
機
械
を
用
い
る
工
蜴
工
業
に
三
韓
せ
し
め
、
期
せ
ず
し
て

農
村
人
口
、
の
多
く
を
都
市
に
集
中
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
か

⊥
る
傾
向
は
日
本
の
揚
合
な
お
産
業
革
命
の
早
く
威
回
し
た
イ
ギ
リ

ス
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
に
較
べ
て
は
惹
か
に
お
く
れ
、
例
え
ば
人
q

一
萬
以
上
の
都
市
入
欝
の
全
入
灘
に
…
封
ず
る
比
率
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

及
び
ウ
エ
ル
ス
の
場
合
既
に
…
八
九
〇
年
即
ち
明
治
二
三
年
に
六
五

％
を
示
す
の
に
等
し
て
、
．
‘
日
木
の
揚
合
酒
治
三
…
年
、
一
七
・
六
％
、
．

岡
三
六
年
二
〇
・
七
％
、
岡
四
一
年
二
四
・
九
％
、
大
正
二
年
二

七
●
山
ハ
％
、
　
ゐ
八
正
九
年
三
二
●
‘
二
箔
、
　
十
傘
止
～
…
閲
加
†
ミ
山
ハ
甑
山
ハ
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
Q

昭
和
五
年
四
〇
。
五
％
、
と
な
っ
て
以
後
漸
く
こ
れ
に
近
い
緻
…
字
を
、
’

示
し
て
い
る
。
し
か
し
入
口
蜜
度
の
場
合
と
圃
様
「
大
地
域
の
承
す

‘
李
均
値
は
必
ず
し
も
そ
の
申
に
ふ
く
ま
れ
る
小
地
域
の
そ
れ
を
代
表

し
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
小
地
域
の
大
都
市
に
つ
い
て
み
れ

ぼ
、
田
本
に
於
け
る
入
日
の
向
都
濃
傾
舟
は
や
は
り
既
に
明
治
末
か

ら
大
正
の
初
め
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
近
畿
地
方

　
　
第
網
羅
　
府
判
別
都
市
人
ロ
の
累
年
前
の
比
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
果

大阪府

京都府
、

兵庫露

し

縣
縣
蘇
縣

．
繋

つ
ノ
．

　　

@　
ｺ
窃

　
　
　
　
　
　
乙

IS ’a3

（　203　）
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京都府

大阪府

兵庫懸

奈三篠

滋賀懸

罠重縣

和歌山懸

近
畿
の
歴
史
約
都
蜜
と
そ
の
憂
貌
（
藤
岡
）

第一表府縣別翻南人口の比率

に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
明
滑
二
二
年
目
一
八
八
九
年
）
以
降
の
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
0
｝

府
縣
別
割
合
ぱ
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
（
入
口
一
寓
人
以
上
の
町
市
の

全
人
口
に
鋼
す
る
比
峯
の
み
に
限
り
、
入
口
一
萬
以
上
で
も
村
落
の

場
合
は
之
を
除
く
）
（
第
一
圏
及
び
第
一
表
）

こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
大
阪
府
は
既
に
明
治
末
年
、
京
都
府
で
は
大

正
の
初
め
に
人
口
の
過
孚
が
都
市
に
集
中
し
、
昭
和
二
二
年
に
到
っ

て
漸
く
、
兵
庫
縣
が
こ
の
仲
聞
入
り
を
し
た
こ
と
、
他
の
四
縣
に
お

い
て
は
依
然
と
し
て
地
方
都
市
的
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
京
都
、

犬
阪
の
場
合
昭
和
一
五
年
度
す
な
わ
ち
第
二
次
大
…
戦
前
の
方
が
絶
勤

数
が
大
き
い
の
は
、
疎
開
と
戦
災
に
よ
る
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
の
み
で
は
な
お
人
口
の
具
燈
的
な
向
都
的
傾
向

は
明
ら
か
で
は
な
い
。
つ
ぎ
に
人
口
一
萬
入
以
上
を
有
す
る
市
町
村

の
数
を
さ
ら
に
階
暦
別
に
嘔
別
し
、
こ
れ
を
さ
ら
に
累
年
的
に
配
列

す
・
る
と
第
二
表
の
如
く
な
る
。

　
　
’

　
こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
ま
す
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
の
二
府
一
縣
を

除
い
て
人
口
一
〇
萬
以
上
の
都
市
を
有
ず
る
の
は
昭
和
五
年
に
お
い

て
は
和
歌
山
市
、
昭
和
二
二
年
に
な
っ
て
漸
く
三
重
縣
の
阻
日
市
が

み
ら
れ
た
に
す
書
な
い
こ
と
、
奈
良
、
滋
賀
の
二
縣
に
あ
っ
て
は
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
2

（　20一！　）
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．
々
、
、
奈
良
、
大
津
と
い
っ
た
首
鳶
職
が
、
漸
く
昭
和
五
年
及
’
び
大
正
一

四
年
に
五
萬
級
に
入
れ
ち
れ
た
以
外
は
い
す
れ
も
こ
一
三
萬
の
申
、

小
都
市
が
同
じ
比
率
を
保
っ
て
獲
展
し
て
來
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
闇
に
あ
っ
て
三
重
縣
で
は
名
予
科
と
大
阪
工
業

地
帯
を
結
ぶ
電
車
の
出
線
に
位
置
す
る
關
係
か
ら
か
昭
和
五
年
以
降

右
の
四
日
市
は
勿
論
津
、
宇
治
山
田
、
四
日
市
が
五
一
六
萬
の
人
ロ

を
擁
し
、
こ
と
に
昭
和
一
七
年
に
は
鈴
鹿
市
が
新
し
く
誕
生
、
こ
の

仲
間
に
入
っ
て
い
る
。
し
が
し
何
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
の
四
縣
ぱ
近
畿

地
方
全
燈
か
ら
み
れ
ば
近
代
化
さ
れ
た
大
都
市
の
頭
物
地
帯
た
る
の

性
格
を
も
つ
に
す
ぎ
な
給
．

　
と
こ
ろ
で
残
る
二
面
一
・
縣
に
つ
い
て
み
る
に
、
こ
の
表
を
通
じ
て

都
市
化
の
各
地
域
に
よ
る
夫
々
の
特
殊
性
が
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
氣
付
か
れ
よ
う
。
ま
す
そ
の
著
し
い
傾
向
か
ら
指
摘

す
れ
ぱ
大
阪
、
兵
庵
が
京
都
に
較
べ
て
市
町
村
数
が
多
い
ご
と
、
こ

と
に
そ
れ
は
入
口
五
萬
以
下
の
同
齢
都
市
に
お
い
て
著
る
し
い
こ
と

で
あ
る
。
第
二
に
兵
庫
縣
の
場
合
こ
と
に
そ
の
中
に
人
口
一
萬
以
上

の
村
落
が
含
ま
れ
て
お
つ
、
大
正
九
年
に
は
既
に
武
前
郡
酉
二
村
、

（
榎
．
藷
ε
同
署
吉
村
（
謡
v
㏄
段
）
、
同
語
道
村
（
H
ど
H
鋒
）
、
瑚
邊

　
　
　
　
　
　
近
畿
の
歴
史
的
都
市
と
そ
の
墾
貌
（
藤
岡
）

郡
小
歩
立
（
ゆ
O
b
O
b
D
）
に
み
る
ご
と
く
（
殊
に
後
者
は
工
業
都
市
尼

ケ
崎
の
）
阪
紳
地
帯
の
近
郊
村
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は

昭
和
一
五
年
で
は
十
二
の
数
に
達
し
、
入
口
一
萬
以
上
の
市
町
村
の

曼
。
。
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
σ
即
ち
大
き
な
も
の
か
ら
幽

げ
て
行
く
と
武
、
庫
郡
大
庄
村
（
蔭
。
。
b
凝
）
、
同
碧
落
村
（
。
。
り
殺
こ
。
刈
）
、

宿
草
尾
村
（
叩
w
旧
し
。
舞
）
、
田
田
野
立
花
村
（
ゆ
掛
O
深
）
、
鋤
庫
二
本
由

村
（
μ
¢
噛
ゆ
｛
い
O
）
、
同
趣
吉
村
（
H
。
。
殺
b
D
H
）
、
，
同
工
木
村
（
μ
メ
霧
3
、

醜
語
郡
園
田
村
（
μ
ρ
改
q
O
）
、
武
庫
倉
本
庄
村
（
H
。
。
気
。
。
O
）
、
同
良
元

村
（
H
b
り
b
諺
）
、
明
石
説
林
崎
村
（
旨
M
o
c
。
賦
）
、
川
邊
郡
小
編
村
（
H
甜

劇
こ
。
O
）
で
あ
っ
て
大
阪
、
紳
戸
雨
都
市
の
申
問
に
位
す
る
武
庫
郡
の

大
部
分
が
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
地
域
は
阪
淋
工
…
業
地
帯
を

直
結
す
る
廊
下
の
役
割
を
な
す
の
で
あ
っ
て
、
第
一
表
で
み
た
都
市

人
日
の
比
率
中
に
こ
れ
ら
の
村
落
人
口
を
加
算
す
れ
ば
さ
ら
に
大
な

る
比
率
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
は
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。

大
阪
府
の
揚
合
こ
れ
ら
郊
村
が
早
く
町
制
編
入
さ
れ
て
い
る
が
、
か

り
に
昭
和
一
五
年
の
二
萬
以
下
の
町
村
を
あ
…
げ
て
み
る
と
、
三
島
郡

茨
木
町
Q
ど
葺
ゆ
）
、
豊
能
郷
平
面
村
（
μ
8
0
ま
）
、
同
庄
内
町
（
H
鱒

】
む
μ
）
、
泉
北
郡
濃
春
町
（
同
数
。
。
ゆ
堕
w
＞
、
同
商
石
町
（
H
｛
ど
も
。
c
。
し
つ
）
、
同
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
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近
畿
の
歴
史
的
都
市
と
そ
の
墾
貌
（
藤
岡
）

泉
町
（
野
萩
。
。
○
）
、
泉
南
郡
蘇
木
町
（
日
麓
。
。
q
O
）
、
南
河
内
郡
長
野
町

貧
目
藁
菰
）
、
申
河
内
郡
枚
岡
町
（
H
P
踏
O
）
、
同
縄
手
村
（
H
ρ
窪

H
）
、
同
八
尾
町
貧
ρ
¢
刈
¶
）
、
岡
龍
華
町
（
士
気
｛
郡
）
、
同
町
美
村

（
這
●
。
。
H
。
。
）
、
同
巽
村
（
μ
甜
⑦
置
）
、
同
原
原
町
（
乞
藁
（
あ
）
、
北
河

内
郡
三
郷
村
（
日
ト
¶
O
O
）
、
の
ご
と
く
、
そ
の
何
れ
も
が
衛
星
都
市

周
邊
、
の
郊
村
を
な
し
て
お
り
、
中
河
内
郡
の
鴬
合
、
蕾
大
和
川
川
床

地
帯
の
郊
村
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
樹
し
て
京
都
府
の
場
合
大
正
九
年
及
び
一
四
年
に
夫
々
山

科
村
一
つ
が
存
在
す
る
の
み
で
し
か
も
こ
れ
は
山
科
盆
地
と
い
っ
た

京
都
盆
地
と
は
地
域
を
異
に
し
た
、
し
た
が
っ
て
京
都
市
や
伏
見
市

の
嚢
展
に
演
接
關
係
を
も
た
な
い
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
京
都
の
蜴

合
依
然
と
し
て
中
央
集
罐
的
な
傾
向
が
張
い
の
で
あ
る
。
第
三
に
第

一
の
事
項
と
關
無
し
て
大
阪
に
驚
い
て
は
早
く
も
大
正
末
に
堺
市
が

人
口
一
〇
萬
以
上
瓦
、
昭
和
一
五
年
に
は
こ
れ
に
布
施
市
が
加
わ

り
、
兵
庫
縣
で
も
同
年
榊
戸
、
尼
ヶ
崎
、
姫
路
、
西
宮
の
四
二
が
一

〇
萬
以
上
の
大
都
市
に
、
絡
戦
後
の
こ
二
年
（
費
は
戦
時
申
か
ら
の

堕
性
で
あ
る
が
）
、
に
は
五
萬
以
上
の
大
都
市
が
京
都
二
、
（
京
都
、

舞
鶴
爾
市
）
、
に
短
し
大
阪
七
、
響
応
、
堺
、
布
施
、
岸
和
田
、
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

申
、
、
吹
田
、
守
欝
の
雷
電
）
紳
戸
六
、
（
音
戸
、
尼
ケ
崎
、
姫
路
、
西

宮
、
明
石
、
伊
丹
の
各
市
）
と
い
、
つ
た
数
を
示
す
こ
と
で
あ
P
、
而

か
も
こ
の
後
二
者
に
あ
っ
て
は
そ
れ
ら
が
姫
路
を
除
い
て
い
す
れ
も

紳
戸
及
び
大
阪
の
衛
星
都
市
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
い
ま
こ
れ
ら
の
傾
向
を
さ
ら
に
二
二
年
度
に
於
け
る
入
口
五
萬
以

上
の
都
市
に
つ
い
て
、
そ
の
大
正
九
年
か
ら
昭
和
五
年
・
に
至
る
入
口
・

塘
加
率
及
び
昭
和
一
〇
年
か
ら
昭
和
一
五
年
並
び
に
昭
和
二
二
年
度

　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
至
る
そ
れ
を
夫
々
府
帯
出
に
示
す
と
第
三
表
の
ご
と
ぐ
な
る
。
（
但

し
亡
の
揚
合
都
市
が
一
つ
の
核
を
中
心
と
し
て
附
近
の
富
村
を
含
併

し
自
然
的
に
膨
張
獲
零
し
た
の
で
は
な
く
、
二
つ
以
上
の
蜘
立
し
た

．
欠
き
な
核
の
合
併
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
を
除
く
）
、

　
こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
檜
加
率
一
〇
〇
％
以
上
の
も
の
と
し
て
ま

す
昭
和
五
年
の
揚
合
は
布
施
町
の
二
九
六
％
を
筆
頭
に
豊
申
町
の
一

六
〇
％
、
吹
田
町
の
一
四
七
％
、
守
口
町
の
一
四
五
％
の
四
つ
が
あ
げ

ら
れ
る
の
に
題
し
昭
和
一
〇
一
一
五
年
渡
に
あ
っ
て
は
布
施
市
の
「

七
六
％
、
同
じ
く
守
ロ
町
（
＝
九
％
）
と
他
に
尼
ヶ
崎
市
の
一
．
五
四

％
が
と
く
に
注
目
さ
れ
噛
同
じ
歴
史
的
都
市
乍
ら
大
津
市
が
四
、
五
％

の
減
少
を
見
て
い
る
の
と
甥
踪
を
な
も
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
か
玉
る
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近
畿
の
歴
史
的
都
市
と
そ
の
愛
貌
（
藤
岡
）

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
こ
二
年
度
と
の
十
年
・
間
隔
に
お
い
て
は
一
隅
…
顯
蝋
者

で
あ
る
ご
と
に
氣
付
か
れ
る
。
同
じ
く
一
〇
〇
％
以
上
の
塘
加
率
を
．

示
す
も
の
を
あ
げ
る
な
ら
ば
守
口
市
の
三
四
八
％
を
筆
・
頭
に
、
尼
ケ

崎
市
の
こ
二
八
、
四
顧
市
の
二
｝
五
、
伊
丹
市
の
一
八
○
、
布
施
市

の
一
七
五
、
岸
和
田
市
の
コ
　
七
、
吹
田
市
の
＝
七
、
な
ど
、
い

す
れ
も
大
阪
の
新
興
衛
星
都
市
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ

墾
、
そ
の
餅
腹
の
割
合
も
ま
た
断
然
他
を
咲
L
ド
し
て
い
る
。
京
都

の
揚
合
非
職
災
都
市
で
あ
り
乍
ら
七
・
四
鬼
の
減
磁
を
み
て
お
り
、

大
阪
市
、
和
歌
山
市
の
揚
合
…
載
災
の
影
響
が
大
き
い
と
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
明
治
二
二
年
（
H
G
O
Q
◎
燈
）
城
下
町
起
源
と
し

て
、
漸
く
人
口
一
、
二
五
三
三
人
を
か
ぞ
え
得
た
に
す
ぎ
な
い
尼
ケ

崎
布
が
昭
和
二
二
年
職
災
を
う
け
て
も
な
お
且
つ
二
三
三
、
　
「
八
三

、
入
の
人
日
を
維
持
し
、
阪
騨
工
業
都
市
の
標
識
を
な
す
に
至
っ
た
こ
．

と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
守
口
市
の
揚
合
も
同
様
。
江
戸
時

代
に
お
け
る
淀
川
縮
の
交
通
都
市
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
今
は

同
じ
檬
な
無
生
を
も
つ
淀
町
は
勿
論
枚
方
市
よ
り
も
膨
張
率
が
大
き

い
の
で
あ
る
。
そ
の
他
歴
動
的
傳
統
を
も
た
癒
い
布
施
市
の
急
蓮
的

捜
展
も
工
業
都
市
大
阪
の
バ
下
士
ク
ー
と
み
る
こ
と
が
出
來
よ
う
。

三
、
歴
史
的
都
市
の
場
合

六
六

　
　
以
上
明
治
以
降
の
日
本
人
口
の
向
都
的
傾
向
、
一
萬
以
上
の
近
郊

村
の
威
立
と
い
っ
た
問
題
を
入
口
統
計
か
ち
地
域
別
に
且
つ
累
年
的

　
に
概
観
し
て
み
允
が
、
本
項
で
は
さ
ら
に
個
み
の
都
市
に
つ
い
て
そ

　
の
獲
生
的
な
見
地
か
ら
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
か
を

吾
妻
的
に
再
吟
味
し
て
み
よ
う
と
思
う
ρ
　
，

　
　
い
ま
か
り
に
二
禺
以
上
の
町
市
の
み
に
つ
い
て
都
市
を
系
譜
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

　
＝
歴
史
的
起
源
の
顯
連
な
る
も
の
二
、
自
然
畜
生
的
な
も
の
三
、
　
（

　
そ
の
中
聞
に
位
す
る
も
の
の
三
類
に
匠
別
し
て
考
え
て
み
ょ
う
。
こ

　
こ
に
第
一
類
の
歴
史
的
起
源
の
愈
愈
な
る
も
の
と
い
っ
た
の
は
具
膿

的
に
は
石
高
｝
鼠
舞
以
上
の
城
…
下
町
（
含
陣
屋
）
、
政
治
自
由
都
市
、

宗
教
的
都
市
（
著
名
な
門
前
町
、
寺
内
町
を
含
む
）
、
交
通
都
市
（
港

濁
、
宿
騨
爾
…
様
を
含
む
）
等
夫
々
の
…
種
壷
が
明
治
以
誘
ま
で
引
つ
翌

、
い
て
卓
越
し
て
來
た
も
の
、
第
二
類
の
自
然
的
起
源
を
も
つ
も
の
は

　
か
遷
る
機
能
が
歴
史
時
代
に
は
全
く
な
か
っ
た
も
の
、
第
三
類
の
中

簡
に
位
す
る
も
の
と
し
て
は
、
主
と
し
て
朋
治
以
降
に
な
っ
て
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
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近
畿
の
歴
更
的
都
市
と
そ
の
墾
貌
（
藤
岡
）

急
に
獲
展
し
た
都
市
の
う
ち
で
、
宗
教
的
鞍
懸
的
な
機
能
を
も
っ
て

い
る
も
の
、
そ
の
他
歴
史
肥
代
に
は
甦
生
を
た
ど
り
・
う
る
が
、
そ
の

機
能
が
第
一
類
ほ
ど
に
顯
著
で
な
か
っ
た
も
の
等
を
指
す
こ
と
に
す

る
。
こ
の
場
合
明
治
以
降
急
激
に
襲
達
し
た
工
業
都
市
の
ご
と
き
が

第
二
類
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
第
三
類
申
そ

の
機
能
の
さ
ほ
ど
豊
島
で
な
か
っ
た
も
の
と
、
こ
の
第
一
類
と
の
魎

分
に
は
幾
分
主
槻
的
な
も
の
が
入
り
う
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。

同
じ
く
こ
の
揚
合
も
ま
た
こ
れ
を
累
年
的
に
絶
鋳
数
を
示
し
て
み
る

と
第
四
表
の
如
く
な
る
。
参
考
ま
で
に
前
号
の
一
萬
以
上
の
郊
里
数

を
そ
の
下
欄
第
二
難
中
に
添
加
し
て
お
く
。

　
な
お
ま
た
舞
鶴
市
や
鈴
鹿
市
の
ご
と
き
第
一
、
、
第
二
類
と
い
っ
た

別
々
の
核
を
中
心
と
し
た
町
が
合
併
さ
れ
て
出
來
上
っ
た
よ
う
な
町

に
つ
い
て
は
後
論
と
の
關
係
か
ら
本
表
の
計
算
に
お
い
て
は
ひ
と
ま

す
第
一
類
に
ふ
く
ま
せ
て
お
く
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
ま
す
明
治

三
六
年
に
於
い
て
は
近
畿
の
一
萬
以
上
の
都
市
総
数
一
九
の
う
ち
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
け

の
何
れ
も
が
第
一
類
に
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ

ち
京
都
府
の
京
都
市
、
大
阪
府
の
大
阪
、
堺
爾
市
、
岸
和
田
町
、
兵

庫
縣
の
富
戸
、
姫
路
室
市
、
尼
ケ
崎
、
明
石
、
西
宮
の
三
町
、
奈
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

縣
の
奈
良
市
、
滋
賀
縣
の
大
津
市
、
三
重
縣
の
宇
治
山
田
、
津
、
四

日
市
の
三
市
、
桑
名
、
上
野
、
松
坂
の
三
町
、
和
歌
山
縣
の
和
歌
山

市
等
い
す
れ
も
大
蔀
分
が
城
下
町
、
歴
史
時
代
に
於
け
る
著
名
な
交

逓
都
市
の
禺
身
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
懸
る
傾
向
は
そ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
サ

の
一
〇
萬
以
上
の
大
都
市
に
つ
い
て
い
っ
て
も
ほ
穿
攣
り
は
な
く
糠

縮
…
維
持
さ
れ
來
た
り
、
た
と
え
ば
昭
和
二
二
年
の
五
寓
以
上
の
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

総
鍛
京
都
府
二
、
大
阪
府
七
、
兵
庫
縣
六
、
奈
良
縣
一
、
滋
賀
専
一
、

三
重
乱
言
、
和
歌
山
縣
二
、
小
計
二
二
の
う
ち
第
一
類
に
訳
す
る
も

の
一
七
、
と
な
っ
て
そ
の
大
部
分
が
歴
史
的
都
市
に
起
源
を
も
つ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

と
に
な
り
、
僅
か
に
大
阪
府
の
布
施
及
び
吹
田
の
爾
市
の
み
が
第
二
　
（

類
に
、
さ
ら
に
同
豊
中
、
守
口
繭
市
及
び
兵
庫
縣
の
伊
丹
市
が
第
三

類
に
入
る
こ
と
に
な
る
心
但
し
例
え
ば
守
口
や
伊
丹
を
第
一
類
に
入

れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
比
率
は
更
に
大
き
く
な
る

で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
一
心
一
五
萬
の
都
市
に
っ
込
て
見
れ

ば
幾
分
こ
の
傾
向
は
簿
ら
い
で
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な

〆ら
な
い
。
い
ま
第
二
類
の
み
に
つ
い
て
み
れ
ぽ
大
正
九
年
に
あ
っ
て

は
既
に
京
都
府
で
は
近
郊
村
の
嚢
展
し
た
深
草
町
、
三
重
縣
で
は
漁

村
が
大
ぎ
く
な
っ
た
尾
鷲
町
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
昭
和
五
年
に
な
れ



ぱ
見
し
く
も
大
阪
府
の
六
（
布
施
、
吹
田
二
町
の
ほ
か
、
豊
申
、
濱
寺

暮
木
、
高
石
等
南
海
工
業
地
帯
の
町
村
で
あ
る
こ
と
ば
注
意
を
要
ナ

る
）
兵
庵
縣
の
二
（
垂
水
、
川
西
雨
町
）
が
知
ら
れ
、
昭
和
二
二
年

に
於
け
る
入
口
一
一
五
萬
都
布
中
に
占
め
る
比
恋
†
は
次
の
如
く
な
っ

て
い
る
。

　
京
都
府
。
＼
Φ
大
阪
府
。
。
＼
ド
。
兵
庫
縣
脱
党
奈
良
縣
ゆ
葛
滋
賀

縣
¢
濤
三
重
檀
越
㏄
和
歌
山
縣
O
＞
W

　
こ
れ
を
同
表
下
欄
の
郊
村
数
と
比
較
す
る
と
、
と
も
か
く
大
阪
府

及
び
兵
庫
縣
に
お
い
て
か
玉
る
過
去
の
傅
統
を
も
た
な
い
町
市
が
除
，

々
に
擾
書
し
て
來
た
姿
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
を
近
畿

壼
般
と
↓
て
眺
め
る
時
に
ぼ
、
な
お
そ
の
都
市
の
大
部
分
が
第
｝
類

叉
ぱ
第
三
類
に
属
…
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
～
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

諸
学
實
か
ら
す
れ
ば
近
畿
の
町
市
の
大
部
分
が
多
か
れ
少
な
か
れ
ふ

る
い
藩
吏
的
系
譜
を
備
え
て
獲
無
し
來
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
誤

り
が
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
ら
ば
つ
蓬
に
ご
の
ふ
る
い
歴
史
的
系
譜
を
そ
な
え
て
い
る
と
．

い
う
事
實
を
い
か
に
肥
溜
’
べ
き
で
あ
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
い
ま

こ
の
第
一
類
都
市
の
み
に
つ
い
て
、
今
度
は
、
果
し
て
こ
れ
ら
の
都

　
　
　
　
　
　
近
畿
の
歴
史
的
都
市
と
そ
の
墾
貌
（
藤
岡
）

市
を
総
威
す
る
都
市
入
日
が
最
初
の
歴
史
的
な
核
（
炭
O
コ
戸
）
を
申

心
と
し
て
そ
の
ま
」
徐
々
に
繋
留
膨
張
し
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
を

吟
味
し
で
み
ょ
う
。
こ
の
場
合
も
ま
た
結
論
は
大
部
分
が
そ
う
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
仮
り
に
ま
た
昭
和
二
二
年
迄

に
市
制
施
行
の
都
市
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
域
立
と
同
時
な
い
し
は
そ

れ
以
降
に
お
い
て
、
万
燈
を
な
す
、
そ
の
歴
史
的
な
核
に
少
く
と
も
他

の
別
々
に
襲
達
し
て
來
た
一
町
二
村
以
上
（
或
は
軍
に
二
町
又
は
三

村
以
上
）
を
合
併
し
て
膨
脹
し
た
も
の
に
つ
い
て
そ
の
年
代
を
考
え

　
　
　
戸
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

て
み
よ
う
。

　
ま
・
ず
京
都
「
府
か
ら
み
る
に
、
京
都
市
の
揚
合
は
大
正
七
年
周
邊
近

郊
村
拾
顎
ケ
村
の
大
々
的
合
併
を
、
舞
鶴
市
は
昭
和
一
八
年
東
舞
鶴

市
及
舞
鶴
市
を
統
合
、
そ
れ
以
前
の
昭
和
一
三
年
既
に
爽
舞
鶴
市
は

二
町
三
村
の
合
併
を
も
つ
て
威
青
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
大
坂
府

に
あ
っ
て
は
大
阪
、
堺
、
岸
和
田
、
貝
塚
、
枚
方
、
山
尚
槻
の
六
市
を

第
一
類
都
市
と
す
れ
ば
大
阪
市
で
は
明
治
三
〇
年
に
西
成
郡
誓
書
村

以
下
の
近
郊
村
高
〇
近
く
を
、
さ
ら
に
堺
市
で
も
大
正
九
年
に
泉
北

郡
湊
町
、
・
芳
井
町
の
二
町
を
編
入
、
岸
和
田
市
は
昭
和
一
七
年
市
制

威
立
と
共
に
泉
南
郡
春
木
町
、
山
直
町
、
南
霊
鑑
村
を
統
合
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九

（　2・1－9　）



　
　
　
　
　
　
近
畿
の
歴
史
的
都
市
と
そ
の
墾
貌
（
藤
岡
）
‘

る
。
お
噂
高
槻
（
昭
和
一
八
年
市
制
施
行
）
、
貝
塚
（
同
上
）
、
枚
方
，

，
（
昭
和
二
二
年
）
の
ご
と
く
近
年
に
な
っ
て
市
制
の
施
行
せ
ら
れ
た

も
の
に
あ
っ
て
は
、
市
制
施
行
後
学
か
一
ニ
ケ
村
の
合
併
を
み
た
の

み
で
未
だ
獲
展
の
途
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
來
る
。
っ
書
に
兵

庫
縣
で
は
瀞
戸
、
尼
ケ
崎
、
姫
路
、
西
宮
、
明
石
の
五
市
を
第
一
類

都
市
と
す
る
が
、
こ
の
揚
合
も
ま
た
閉
石
が
昭
和
一
七
年
市
制
施
行

後
幅
展
を
み
て
い
な
い
の
を
除
く
と
、
淋
戸
は
既
は
明
治
三
〇
年
、

姫
路
ま
た
明
治
二
二
年
に
夫
々
市
制
施
行
、
同
四
五
年
に
は
附
近
四

村
を
市
域
に
編
入
し
て
い
る
。
尼
ケ
崎
や
西
宮
の
愛
心
は
昭
和
に
な

っ
て
か
ら
と
く
に
著
る
し
い
こ
と
は
先
に
ふ
れ
た
渉
市
制
施
行
は
夫
‘

々
大
正
五
年
及
び
同
一
四
年
と
な
っ
て
お
り
、
尼
ケ
崎
市
の
場
合
大

正
五
年
川
邊
郡
尼
ケ
崎
町
回
立
花
村
、
灘
波
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た

も
の
で
あ
る
。
楽
艮
縣
に
あ
っ
て
は
歴
史
の
都
奈
良
市
が
早
く
も
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
三
一
年
に
威
立
し
て
い
る
に
も
不
拘
、
大
正
一
三
年
添
上
郡
の
佐

保
村
を
編
入
以
後
昭
和
｝
五
年
生
駒
郡
都
跡
村
一
村
の
み
を
編
入
す

る
な
ど
膨
張
は
極
め
て
徐
々
た
る
も
の
が
あ
っ
て
、
依
然
と
し
て
歴

奥
的
都
市
と
し
て
の
容
貌
を
保
っ
て
い
る
。
滋
賀
縣
に
あ
っ
て
は
大

急
、
（
昭
和
八
年
）
、
彦
根
、
（
昭
和
一
二
年
）
、
長
濱
、
．
（
昭
和
｝
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
七
〇

年
）
三
市
と
も
に
夫
々
市
制
施
行
と
同
時
に
附
近
の
町
村
を
合
併
し

て
お
り
、
剛
二
重
取
ま
た
四
日
市
（
明
治
三
〇
年
）
、
津
（
朋
治
二
二
年
〉
、

鈴
鹿
（
昭
和
一
七
年
）
、
宇
治
山
田
（
明
治
三
九
年
）
、
松
坂
（
昭
和
八

年
）
、
上
野
（
昭
和
一
六
年
）
、
桑
名
（
昭
和
｛
二
年
）
の
当
市
が
第
｛

類
に
属
す
る
申
、
申
近
世
を
通
じ
て
交
通
都
市
、
城
下
町
と
し
て
榮

え
光
桑
名
や
松
坂
が
、
さ
ら
に
亭
亭
宇
治
山
田
市
が
老
朽
都
市
と
化

し
た
の
を
除
け
ば
他
の
歴
史
的
都
市
は
い
す
れ
も
そ
の
性
格
を
愛
貌

．
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
、
鈴
鹿
市
の
ご
と
き
は
昭
和
一
七
年
城
下
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囁
耐

紳
戸
町
の
核
を
申
心
と
し
て
附
近
一
町
十
二
村
の
合
併
に
よ
っ
て
成

立
し
た
大
田
園
都
市
で
あ
り
、
宿
場
町
の
塾
生
を
も
つ
四
日
市
が
名

古
屋
の
衛
星
都
市
と
な
っ
て
い
る
こ
ど
は
い
う
迄
も
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
最
後
に
和
歌
山
縣
に
つ
い
て
い
え
ば
紀
ノ
川
漁
野
の
先
端
に

位
歯
す
る
工
業
都
市
和
歌
山
（
明
治
二
二
年
目
を
除
い
て
他
の
狭
小
な
、

題
下
を
古
す
る
新
宮
（
昭
和
八
年
）
、
田
邊
（
昭
和
一
七
年
）
の
二
三
は

山
脚
海
に
迫
る
と
い
っ
た
地
形
産
室
係
も
俘
っ
て
そ
の
後
の
膨
張
も

　
　
　
　
　
㌧

な
く
、
城
下
町
出
∵
身
の
軍
な
る
地
方
的
都
市
と
い
っ
た
感
が
深
い
。

　
以
上
歴
史
的
獲
生
の
最
も
顯
著
な
第
一
類
都
市
に
つ
い
て
そ
の
後

の
傾
殉
を
近
郊
町
村
の
ム
q
併
と
い
っ
た
槻
黙
か
ら
眺
め
た
の
で
あ
る

（213）



が
．
こ
れ
ら
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
歴
史
的
都
市
と
は
い
う
も
の
玉
、

そ
の
内
容
に
適
は
し
い
非
獲
展
的
都
市
と
い
え
ば
上
述
の
う
ち
僅
が

に
高
槻
、
貝
塚
、
枚
方
、
編
知
山
、
明
石
、
奈
良
、
桑
名
、
松
坂
、

宇
治
山
田
、
新
宮
、
田
邊
の
「
一
市
の
み
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ

う
。
こ
の
う
ち
で
最
初
の
三
市
は
市
制
費
施
以
降
日
な
お
淺
く
、
、
獲

展
の
未
知
…
数
だ
と
解
す
る
な
ら
ば
残
る
は
八
市
の
み
と
な
る
。

（
襲
聯
盟
鵬
鋳
喪
嚇
）

　
筆
者
は
右
で
第
一
類
都
市
の
み
に
つ
い
て
吟
．
味
し
第
三
類
都
市
に

は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
第
三
類
都
市
が
第
二
類
都
市
に
よ
り
接
近
し

た
も
の
と
す
れ
ば
、
少
く
と
も
第
…
類
都
市
以
上
に
非
歴
吏
的
傾
向

が
み
ら
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
念
の
た
め
参
考
ま
で

・
に
あ
げ
る
と
大
阪
で
は
豊
申
、
守
口
、
池
田
の
三
市
が
、
兵
庫
縣
で

は
伊
丹
、
洲
本
の
二
市
が
之
に
該
當
す
る
。
し
か
し
そ
の
一
々
の
も

の
に
つ
い
て
そ
れ
が
ど
ん
な
傾
向
を
も
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
は

再
び
読
明
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
圖
申
第
三
類
8
と
し

た
の
は
第
…
類
B
の
揚
合
と
同
様
そ
の
後
「
町
二
村
ま
た
は
二
町
な

い
し
三
村
以
上
を
合
併
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
穿
洲
本
の
場
合
さ
き

め
薪
宮
や
田
邊
等
と
同
格
に
取
う
扱
は
れ
う
べ
き
も
の
で
醜
類
A
に

　
　
　
　
　
　
近
畿
の
歴
史
的
都
市
と
そ
の
灘
貌
（
藤
岡
）

署
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
近
畿
の
入
口
↓
萬
以
上
を
有
す
る
町

市
昭
和
二
二
年
度
現
在
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
人
q
の
大
き
さ
に
比
例

し
て
、
系
譜
別
に
四
分
類
し
、
そ
の
分
布
を
第
二
闘
に
表
現
し
た
。

第
㎜
類
A
と
は
・
石
に
み
た
奈
良
、
宇
治
山
田
等
の
ご
と
き
獲
生
、
現

状
と
も
に
歴
史
的
都
市
の
名
に
適
は
し
き
も
の
、
同
8
は
そ
の
性
格

を
次
第
に
愛
心
せ
し
め
つ
玉
あ
る
近
畿
大
牟
の
聴
講
的
都
市
を
さ
す
’

の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
入
口
一
萬
未
満
で
も
、
過
去
に
お
い
て
襲

識
し
た
町
、
こ
れ
を
慶
櫨
的
都
市
と
名
付
け
て
そ
の
重
要
さ
に
比
例

し
て
圏
中
に
添
加
し
て
踏
ぐ
。
　
弓
　
　
　
・
　
　
　
　
、

　
こ
れ
ら
贋
嘘
的
都
市
と
攣
貌
し
た
歴
史
的
都
市
と
の
關
係
は
石
高

の
現
在
人
口
と
の
比
率
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
を
う
か
穿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

う
こ
と
が
出
宣
る
が
、
そ
の
具
髄
的
な
説
明
は
辛
辛
表
の
拙
稿
に
ゆ

　
　
　
（
8
）

す
る
こ
と
に
す
る
。

四
、
結
　
　
語

　
以
上
に
よ
っ
て
日
本
の
縮
圏
と
も
い
う
べ
き
近
畿
地
方
都
市
の
現
・

在
的
性
格
の
一
面
が
把
握
さ
れ
、
た
こ
と
玉
思
う
。
ふ
る
い
歴
奥
を
も

つ
西
陣
機
…
業
が
（
そ
の
特
殊
な
技
術
と
需
要
か
ら
一
見
な
お
手
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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近
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の
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史
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岡
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系譜的分類による近畿の都帝第＝圖

　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

的
に
見
え
て
、
し
か
も
明
治
以
降
に
な
っ

て
か
ら
急
に
近
代
的
な
室
氣
を
呼
吸
し
乍

ら
褒
回
し
て
來
た
よ
う
に
、
歴
史
的
都
市

も
ま
た
ふ
る
い
獲
生
的
な
穣
を
そ
の
申
に

と
黛
め
乍
ら
、
現
代
的
な
姿
に
た
ち
攣
P

つ
玉
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
そ
の
愛
貌
の
仕
方
、
時
期
た
る
や

地
域
に
よ
っ
て
決
し
て
同
じ
で
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
そ
の
進
行
の
度
は
工
業
の
褒

…
達
の
愈
速
だ
っ
た
近
畿
地
方
申
駐
の
李
野

地
帯
ほ
ど
早
く
、
山
勝
ち
で
畢
野
の
す
く

な
い
南
匪
や
北
野
で
は
遅
い
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
申
匠
の
揚

合
に
つ
い
て
い
え
ば
、
阪
紳
工
業
地
帯
と

名
古
麗
工
業
地
帯
の
延
長
と
も
い
う
べ
き

北
勢
地
帯
と
の
二
つ
が
そ
の
中
の
さ
ら
に

小
さ
な
中
心
を
な
し
て
い
為
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
’

（．glor）



　
産
業
革
命
が
地
表
の
地
域
を
い
か
に
憂
貌
せ
し
め
て
行
っ
た
か
の

問
概
は
な
聴
唖
騰
の
霧
・
具
鰹
的
に
は
聚
落
養
纏
關

耕
地
、
　
（
殊
に
そ
の
作
付
面
積
、
作
付
作
物
の
饗
化
）
そ
の
他
多
く

　
の
事
項
が
淺
こ
さ
れ
て
お
、
り
、
機
能
的
な
問
題
に
は
入
口
の
う
ち
で

　
　
　
　
　
　
　
｛
1
2
｝

も
、
職
業
構
威
の
問
題
そ
の
他
等
時
線
の
愛
化
等
無
激
の
取
9
上
ぐ

　
べ
ぎ
地
理
學
の
課
題
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
紙
数
の
關
…
い
係
そ
の
他

か
ら
こ
れ
ら
の
問
題
は
他
日
別
の
機
會
に
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と

　
ドに

す
る
り
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
四
九
、
一
二
、
二
三
）

謎
①
ン
｛
之
ゴ
三
　
羅
薯
“
門
一
ピ
㊦
㎏
）
翼
き
蝕
§
凧
）
隔
℃
壱
三
蝕
§
る

　、

n
。
霊
蜜
§
帥
お
7
。
ご
一
。
ヨ
（
（
小
・
客
お
日
）

　
○
。
e
．
嵐
勲
ほ
凶
誓
　
卜
　
甥
P
＝
μ
O
謡
つ
瞬
多
一
〇
一
跨
器
一
凱
⇔
匿
け
ぎ
一
｝
c
出
Q
凶
臨
O
m
一
昌
凱
る

　
　
，
q
目
瓢
8
q
コ
α
蜜
富
訟
・
　
（
歴
中
●
　
鶉
●
　
戸
O
幽
ζ
9
）

　
翼
他
都
市
分
類
に
關
す
る
諦
家
の
諦
詮
に
關
し
て
は
木
内
信
藏
遷
代
都
市

　
　
の
分
類
」
（
「
入
丈
地
理
」
二
號
、
昭
和
二
＋
三
年
）
参
照

　
②
小
川
琢
治
、
人
丈
地
理
學
研
究
、
昭
利
三
年

③
三
三
W
●
寓
欝
『
巨
δ
〇
三
。
訟
。
剛
智
篇
F
｝
旨
憂
一
●
娑
●
ど
き
一
．
．

　
　
O
Φ
丹
）
お
び
　
一
ヨ
恥

④
拙
稿
　
日
本
の
聚
落
（
一
、
日
本
の
風
土
」
）
昭
和
一
一
＋
三
年

．
⑤
○
レ
餐
幹
缶
μ
爵
。
昭
。
α
q
。
。
σ
q
、
越
三
①
（
仏
●
O
）
ち
。
。
b
。
．
エ
・
　
欝

⑥
徳
田
鍍
哺
、
中
世
に
於
け
る
水
量
の
獲
蓬
　
昭
利
＋
凧
年

⑦
岩
崎
建
吉
、
歴
史
地
理
學
に
醐
す
る
一
私
考
（
「
地
理
研
究
」
一
巻
）
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
近
畿
の
腿
史
的
都
市
と
そ
の
憂
貌
（
藤
岡
）

　
＋
六
年

⑧
拙
稿
　
城
下
町
と
近
畿
の
市
町
村
（
「
立
命
舘
丈
學
」
弗
＋
流
周
年
記
念
讐

⑨
内
盟
統
計
、
昭
利
＋
年
端
勢
調
査
報
告
（
市
町
村
人
ロ
）
。
罰
本
書
房
版
、

　
日
木
内
地
外
地
市
町
村
別
人
口
表
（
昭
和
十
五
年
）
。
縮
理
聴
統
計
局
編
、

　
全
心
都
道
光
跡
郡
匿
町
村
別
人
ロ
へ
昭
和
二
十
二
年
子
蒔
軽
軽
調
査
結
呆
報

　
告
）
。
典
他
小
牧
實
繁
、
安
藤
鰹
唄
、
大
橋
英
男
、
近
畿
地
方
市
町
村
溺
人

　
口
櫓
減
國
（
昭
荊
十
一
年
）
。
但
し
こ
の
最
後
者
の
示
す
数
植
巾
若
干
國
勢

　
調
盗
の
も
の
と
喰
い
違
い
あ
り
、
主
と
し
て
は
原
本
に
よ
っ
た
。
そ
の
他
明
〃

　
寒
心
…
川
の
統
計
も
い
ず
れ
も
内
μ
閥
凹
の
隅
勢
加
岡
祢
…
報
”
告
の
山
田
々
の
臨
該
當
年
の
も

　
の
を
直
接
噌
引
用
し
た
。

⑩
東
京
市
政
調
査
會
編
、
肩
本
都
市
年
鑑
。
　
（
昭
剃
二
四
年
用
及
昭
和
マ
へ
年

　
用
∀
典
他
「
京
都
市
政
概
要
」
（
京
都
市
）
、
　
「
大
阪
市
域
嬢
張
兜
」
、
（
昭
瀦

　
＋
年
）
、
　
「
東
京
市
域
膨
張
史
し
、
（
昭
和
九
年
）
鯵
滲
照
。

　
ま
た
京
都
市
域
に
つ
い
て
は
吉
田
敬
市
、
火
京
都
宙
・
の
轡
ハ
現
（
地
球
、
第
一

　
六
雀
）
昭
和
六
年
滲
照
。

⑪
石
田
龍
次
郵
、
爲
本
産
業
革
命
期
の
地
理
的
請
粗
（
「
B
本
史
研
究
」
歴
史

　
地
理
號
）
昭
利
三
二
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
慧

⑫
織
田
武
雄
、
職
業
入
ロ
分
布
形
態
に
關
す
る
一
考
察
（
「
地
理
論
叢
」
第
八

　
輯
）
昭
和
一
一
年
。

　
そ
の
他
一
般
的
な
滲
考
重
三
と
し
て
は
淺
弁
得
蝸
、
本
郵
都
市
の
人
口
地
理

　
學
的
考
察
（
「
地
理
論
叢
」
第
九
韓
）
昭
鴉
一
二
年
、
滲
照
。

　
「
附
記
」
本
心
は
昭
羽
幌
四
年
度
H
本
地
理
學
・
曾
大
江
（
東
京
）
で
の
研
窺
獲

　
表
を
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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